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日本語の場合

1 助動詞と動詞の語順 ～みんなに褒められるだろう～

日本語の文には必ず動詞（か形容詞か形容動詞か名詞＋断定の助動詞「だ」）が
1つ必要である。

（1）  みんなが太郎を褒める。 

（2）  太郎がリンゴを食べる。
（3）  太郎が花子に手紙を送る。

これらに加え，動詞に意味を追加する目的で使われるのが助動詞である。日本語
の助動詞には受け身を表す「れる・られる」，希望を表す「たがる」，推量を表
す「だろう」などがあり，これらが用いられると（1）-（3）の文は（4）-（6）のように
なる（（1）は受動態の文に書き換えている）。

（4）  太郎がみんなに褒められる。 （褒める＋られる）
（5）  太郎がリンゴを食べたがる。 （食べる＋たがる）
（6）  太郎が花子に手紙を送るだろう。 （送る＋だろう）

それぞれの例からわかるように，助動詞は単に必要に応じて使われるというだ
けではなく，必ず動詞の後ろにくる。
また，動詞の場合には 1つの述部に 1つの動詞しか用いることはできないが，

助動詞の場合（まったく無制限にいくつも組み合わせて使うことができるわけで
はないにせよ），1 つの述部に複数の助動詞を用いることができる。

（7）  太郎が褒められるだろう。 （褒める＋られる＋だろう）
（8）  太郎がリンゴを食べたがるだろう。 （食べる＋たがる＋だろう）

（7）では受け身の「られる」と推量の「だろう」が，（8）では希望の「たがる」
と推量の「だろう」が，同じ述部の中で用いられている。

第1 章　動詞と助動詞
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英語の場合

日本語でも英語でも，動詞に意味を追加する目的で用いられるのが助動詞である。助
動詞と動詞の前後関係は英語と日本語で逆転するが，それぞれの言語内では一定であ
る（日本語は「動詞 - 助動詞」，英語は「助動詞 - 動詞」）。

英語の場合も，1文に必ず 1つの動詞が含まれる。

（9）  Everyone praises Taro.

（10）  Taro eats an apple.

（11）  Taro sends Hanako a letter.

日本語の場合と同様，助動詞は動詞に意味を追加するために用いられる。英語の
助動詞には受動態に使われる beや完了相に現れる haveのような助動詞と， can

やmustや willのような法の助動詞がある。それぞれの文に適宜助動詞を追加
してみる（（9）は受動態の文に書き換えている）。

（12）  Taro is praised by everyone. （be + praised）
（13）  Taro has eaten an apple.  （have + eaten）
（14）  Taro will send Hanako a letter.  （will + send）

動詞と助動詞の順番の一貫性に注目してほしい。常に助動詞が動詞に先行してい
る。
日本語と英語では，文の基本語順が逆になることが知られている。たとえば，
日本語の動詞は常に目的語に後続するが（リンゴを食べる），英語は逆に動詞が
目的語に先行する（eat apples）。助動詞と動詞の位置関係でも同じことがいえ
る。（4）-（6）のように，日本語では常に助動詞が動詞に後続する。これに対し（12）
-（14）のように，英語では常に助動詞が動詞に先行する。
また，英語でも日本語同様，助動詞が 1つの述部の中で複数現れる場合があ

る。（15）は，日本語の（7）に対応した英語である。（7）の「褒める＋られる＋だ
ろう」の順番が，（15）ではちょうどその逆（will + be + praised）になっている。

（15）  Taro will be praised by everyone.  （will + be + praised）




